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「かみひこうき・きゃっち！」 

日時 ９月２４日（金） 
午後 ４時～５時３０分 

場所 ようちえんのお庭   

対象 小学生 / 無料（もちろん） 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

「英語の先にあるもの」 
講師 Fujita  

 

日時 ９月２４日（金）  
午後７時～８時３０分 

場所 第３園舎（つき組の部屋） 

対象 中学・高校生・一般 / 入場無料 
 

 
 
 

○ 講師は、山の学校で英語クラス（「中１・英語の基本」、

「高校・英語の読み書き」）を担当している先生です。

○ 英語を勉強して、一体その先に何があるのか？  
○ 英語の先にひらけて見えた、講師なりの現在の風景を

話していただきます。 
○ ふるってぜひ、ご参加ください！ 

 
  前回来てくれたお友だち。 
  また遊びにきてね！ 
  
 

○ 紙ひこうきを、虫あみでキャッチしたことって、ありま

すか？ 雪合戦をするように、作って、飛ばして、キャ

ッチして、あそぼう！ 色んな遊び方が考えられるよ！ 
○ お家に「虫あみ」のある人は、ぜひ持ってきてね！ 
 
○ 雨の日は、次回の「ダンボールで遊ぼう！」をくり上げ

て予定しています。（場所は「ひねもす部屋」です） 



高校生・『日本語の読み書き』を開設！ 
        （火曜日 / 午後 6：40～8：00） 

 
いよいよ山の学校に、高校生の「ことば」クラスが開設されました。講師は南雲泰輔先生です。南雲先生は小学生高学

年の『ことば』も担当されていますが、『日本語の読み書き』には、高校生ならではの授業展開を用意しています。一体、

どんなクラスなのか、講師からのメッセージをぜひご一読ください。 
 

 
 

『砕く』              『高校・日本語の読み書き』 
担当 南雲泰輔 

 
ことばのクラス、秋学期が始まりました。 
 
春学期同様、ひとつのテクストを軸として、多種多様な文章に触れる機会を作っていきま

す。小難しい文章に対しても「食わず嫌い」を無くすことが、読解力や思考力の基礎を作り

上げていくのであり、夥しく文字情報が押し寄せてくる時代であるからこそ、一字一句を疎

かにしない正確な読解を常に心がけることが必要とされています。 
 

さて、秋学期からは小学生クラスに加えて高校生のクラスを担当することになりました。 
 

高校生クラスでは、①読解力（さまざまな文章を読みこなす力）、②思考力（さまざまな

角度から対象を把捉する力）、③記述力（得たこと考えたことを説得的に示す力）を訓練し

ます。小学生クラスでは主に読解が中心となっていますが、高校生クラスでは、特に毎回の

授業で大学入試までを視野に入れた小論文指導を行います。 
 
 テクストは、小著ではありますが、プラトンの著作である『メノン』を選定しました。小

論文は主としてこのテクストに基づいた論題で記述します。難解ではないのか、と問われれ

ば、そうでもないし、そうでもある、と答えることになりましょう。『メノン』の主題は「徳

とは教えることができるものか」というもので、形而上的・抽象的なことが苦手な方はすぐ

に拒絶反応を起こしてしまうようなテーマかも知れません。しかしながら著作の中で述べら

れているのは非常に具体性に富むもので、通常曖昧模糊として掴み所の無いもののように考

えられがちな「徳」のイメージを覆すような行論となっています。 
 
 「覆す」と述べました。これが重要です。 
 
 授業では、まず何も見ずに質問文（『メノン』からの引用文）に対して自分の考えを記述

します。この際、講師である私自身も同じように小論文を記述します。その後、『メノン』

の該当箇所を読み、最後に生徒と講師が互いの小論を読み合い質疑応答を行う、という流れ

です。著作中では、ソクラテスとメノンとが上述の主題について対話をしています。その対

話の中に自らも参加してみる、とも言うことが出来るでしょう。そして、自分が書いたこと

（＝自分の考え）と、テクスト、他の人の書いた小論を読み比べることによって、はじめに

抱いた固定概念を打ち砕いてゆくという経験をします。 
 
 かつて『山びこ学校』を編んだ無着成恭は、これを「概念くだき」と呼びました。プラト

ンは著作の中で、メノンの固定概念を打ち砕かす役をソクラテスに当てています。と同時に、

授業では我々も彼等の会話に参加する訳ですから、ソクラテスは我々の固定概念をも打ち砕

いて行きます。そこで短絡にも「徳」とは何であるかを知ろうとするのは無意味です。それ

は片言隻句で不充分に定義されたものに過ぎないでしょう。 
 
 蓋し、「徳」とは何であるかは、打ち砕かれた固定概念を拾い集め、今度は違ったやり方

で新たに構築し直して行く過程（＝思考する過程）の中で、包括的に体得されてくるものと

考えます。それは受動的姿勢では得ることは出来ません。幅広くアンテナを張り、積極的に

知識を得、断片的知識の間に有機的関連を構成する意欲。砕け散ったままでいないという気

持ちが大切なのだろうと思います。 



『ワクワクしぜん教室』 しぜんクラス主催 
 

    日 時  ８月２４日(火) 

   行き先  比叡平～池の谷薬草園～大文字山三角点(△４６６)～送り火火床～銀閣寺 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

幼稚園のふもとに８時５０分。集合のあと、みんなで最寄りの別当町バス停から、ひとまず大

津市比叡平行の京阪バスに乗り込み、終点をめざし出発です。比叡平は市内より高台にあるだけ

に、バスを下車したときはとても涼しく、まるで信州にきたかのように爽やかな気候でした。 

 

 １０分ほど歩き、北山杉が林立する道を通過して、如意ｹ嶽にある「池の谷地蔵尊」の境内に

薬草園はありました。６０００坪に６００種類の薬樹，薬草，ハープのコーナーがあり、お地蔵

さんを守っておられる尼さんが快く迎えてくださいました。そして、周辺を先導しつつ、さまざ

まな薬草を観察しながら説明をしていただきました。 

驚いたことは、「キョウチクトウ」や「トリカブト」「ムラサキケマン」など、一般的に毒があ

るとされる木や草が薬草であったということです。お尋ねをすると、なるほど、「処方する量に

よって、薬にもなりますよ。」と言うことでした。また、私たちのごく身近にある「ハコベ」「オ

オバコ」なども薬草となるそうです。結局、自然植物は大方が薬草になり得るということでしょ

う。 

 ビールの原料になるホップなどを見ながら、敷地内の谷へ下りていき、水の流れのある湿地に

は、“ワサビ”がたくさんできていました。園内のスタート地点に戻り、皆でお礼を言って薬草

園をあとにしました。 

 

約３０分ほどで、大文字三角点の頂上４６６ｍに到着しました。そこは平坦な場所で、南側に

景気が開け、山科方面が眺められます。そこで、お弁当を広げることに決定！ 

食後、しばらく休憩をしている時、銀閣寺方面から来た方が近づいてこられ、『今、あっちに不

思議なものがありましたよ？』と教えて下さったので、急いでかけつけてみると、白く粉をふい

たような小さなモノが、宙をフワフワと浮いているのが見えました。 

「あれ、一体なんやろ？」と、暫くみんなで首をかしげながら見つめていると、どうやらそれは、

木の上の方から、目に見えないくらいの糸状のものにぶら下がって、フワフワと風もないのにゆ

らめいているようでした。その『不思議な生き物』は、後でＳちゃんのお母さまが調べて下さり、

『セミヤドリガ』の終齢幼虫であることがわかりました。幼虫は、主にヒグラシに寄生して成長

し、終齢幼虫になってしばらくするとセミから離れ、口から吐く糸でまゆをつくってさなぎにな

る準備をするそうです。結局、木の枝にくっついていたところが、まゆの糸が長く伸びて、高い

木の上から糸の先にぶら下がって揺れ動いていたのだと想像できました。 

 

 最後に、用意していた登頂記念プレートに全員で名前と絵を書き込み、りょうま先生に高い木

の枝にくくりつけてもらいました。記念写真を撮影した後、大の字の方面に向かって再スタート

です。途中、雑木林の片隅でたくさんの“きのこ”に出会いました。 

「こんなきのこがあったぁー！」と、子どもたちは見つけるのがとても上手です。きのこ探しを

しながら歩くとキリがないほどで、いろんな形，いろんな色，毒きのこではないかな？など、名

前を知りたくなります。きのこハンドブックで、「きっと、これだね。」というものがいくつかあ

りました。結局、Ｍちゃんが見つけたのは“オオホウライタケ”、Ｙくんのは“サクラシメジ”、

Ｋくんは“ドクヤマドリ”などと見つかりました。 

そうこうしながら林を抜け出ると、途端に視界が開け、いよいよ京都の街や周囲の山々が一望

できる場所に出ました。「すごい見晴らし！」「あーよかったー」と、一歩一歩自分の足をたより

に歩いてきたごほうびのパノラマ風景が目の前にありました。 

「あれが御所やね」、「吉田山かな」、「幼稚園の方が見えるね」。普段は滅多に見られない高い場

所からの景色を堪能しながら、また下りていきました。 

途中、Ｋくんは、これまた珍しく、柄がなく、直接木から傘が何枚も生えている、びっくりす

るような赤い色をした、きのこを発見しました。本で見ても「マンネンタケ」や「カンゾウタケ」

のようでもなくて、名前が結局不明です。 

 

その後、「千人塚」では、きれいな石を見つけたり、どんどん下山していく途中、風化した花

崗岩の岩肌がむき出しになった所とその下に溜まった白川砂を観察しました。「花崗岩の中の石

英はガラスの材料になるよ、」とＫくん。 

麓では、１億年以上も前にできたチャート地層を、銀閣寺境内入り口の石畳では、むかし、マ

グマが入ってきたときの熱で焼かれてできた泥岩のきん青石ホルンフェルスを観察し、銀閣寺を

あとにして解散場所へと向かいました。 

 

 大文字山には、山科方面，蹴上方面，鹿ｹ谷方面へ下りる等のさまざまな登山コースがあり、

植物，昆虫，石を観察しながらハイキングができるとても身近な場所です。今回の「しぜん教室」

は、約５時間の行程でしたが、何より天候に恵まれて、自然の中を歩く楽しみを大勢で共有でき

たことを大変嬉しく思います。                    （文責 山下育子）

 



 

 
 
 

今回の講師は、廣瀬一隆
かずたか

先生。「『考える』ということにつ

いて」でした。以下の宿題を考えてきた生徒たちが集まって、

議論を行いました。 
 

質問（宿題） 
１「テレビゲームっていけないことだろうか？」 
２「勉強と遊びはどう違うんだろう？」 
３「インドってどんな国だと思いますか？」 
４「死んだら、どうなると思いますか？」 

 

 
 
今回は１と２のテーマで盛り上がりました。（３と４は時間の

都合で割愛しましたが、それはまたの機会に） 
 

司会を講師に兼ねていただいたのですが、その進行がさす

がだなと感じました。廣瀬先生は、生徒の一つ一つの言葉を受

け止めようと熱心で、それも受け止めた後に、必ずレスをつけ

て投げ返していました。まるでキャッチボールを見ているよう

で、大変面白かったです。 
生徒にしてみれば、受け止めてもらうということには、自

己の発言が重んじられていると感じますし、それを別の角度か

ら投げ返してもらうということには、まさにリアリティーを感

じてうれしいものです。 
その意味では、全体的な議論にはなっていなかったともと

れますが、最初はそれでいいのだともとれます。もし廣瀬先生

のような通訳の存在がなかったら、あの場がどうなるか想像で

きないからです。 
 
今は小学校の授業でも討論があるそうですが、しかし生徒

の誰かが、｢A 君が怒っているみたいで怖かった｣と言って、そ

れでおしまいになっていたとしたら、それを先生がフォローし

ていなければ…。 
すべて生徒任せにしておいて「さあ、やってごらん」と単

に場を設定しただけでは、無責任でもあります。 
口論と違って議論は、自分の立場や自分の意見が正しいか

どうかよりも、参加している全員で、最初よりも正しいものに

近づこうとする練習であり、またそれをよしとする価値観を培

います。しかしその形に至るまでは、少しずつ、毎回フォロー

し続ける先生はやはり責任重大です。今回は、そのことが手厚

くなされていたという印象を受けました。 
 
「○○君はどう思いますか？」と、廣瀬先生から当てられ

ると、その生徒は一瞬、大学生の気持ちになったのではないか

と想像します。そしてその後の言葉のボールが、一生懸命なこ

とを喜んで、講師が、「なるほど。間違っていたらすみません

が、つまりそれは、こういうことですか？」 
と、毎回フォローにあたっていたことが、実際の場を良く保っ

ていました。 

 
 

第 5 回 
 
 

 
もし私が生徒だったら、このような場で話をすることは、も

ちろん緊張はしますが、逆にうれしいだろうなと感じました。 
これから先、どこかで議論の重要性が（あるいは声高に）

指摘されるようになったとしても、そう言われるからやってみ

るという切花を咲かせるのではなく、心からそれが大事だとす

る『本場』の実現が、山の学校の課題だと考えています。 
 
最後は、廣瀬先生自身が旅されたインドについての自作ス

ライドを発表してもらいました。インドという場所に実際、行

って帰ってきた人は、以前と同じ姿をしていても、やはり違う

印象を受けます。それは雰囲気とか、「物の見方」とか言うの

かもしれません。 
インドの旅と、勉強と、『考える』ということが、一体どう

廣瀬先生の中では絡み合っているのか？──本人の説明こそ

ありませんが、そこはあえて各人各様にイメージを膨らませる

余白があるのだなと思いました。 
感想 / 福西亮馬（司会）

 
Q.だれの言葉が一番心に残りましたか？ 
---------------------------------------------------------------------------- 
・「６４のコントローラーが母に切られた」   ──中２ 
・ゲームをするのは、「他の物をけずってまでも」したいことか？ 

というセリフが、何となくびっくりした。──中２ 
・楽しいことばかりして自分を甘やかしていたら、いつか返って 

くる。──中２ 
 
Q. 勉強と遊びのこと 
---------------------------------------------------------------------------- 
・「勉強」っていったら、社会にでていくための知恵をつけるも 

の？ 「遊び」っていったら、自由にできるもの…。（ごく）

普通の人は、勉強やらずに、遊びたいって思う。──中２ 
 
・「勉強」と「遊ぶ」というのは区別はあまりつけない方がいい 

と思います。勉強の中にも自分の興味あることは「遊び」に 
なると思うからです。──高１ 

                   
・勉強とは学びの中に楽しみを見つけること、遊びとは楽しみ 

の中で学ぶということだと思う。本質的にはそんなに変わら 
ないと思うが学校では学びたくないものまで学ばされるので 
勉強が嫌われている理由だと思う。──高１ 
 

・勉強を、あんなに深く考えたこともなかった。四則演算だけ 
で生きていけるという話が出ましたが、それはないと思う。 
今、勉強することが学校の成績につながり、進学につながり、

社会進出の糧になるので。そう考えない人も、もちろんいる 
し、本当に最終的には、個々の自由だと思う。言ったように、

後悔しないことが大切。──高１ 
 

Q. インドの話題 
---------------------------------------------------------------------------- 
・おぼうさんが一番位が高く、扶助も出るということでしたが、

そうすればインドの人ほとんどがおぼうさんになりたがるの 

ではないですか？──高１ 
 

次回 9 月 24 日 pm7:30～9:00 

「英語の先にあるもの」 

講師 Fujita   
(山の学校・英語クラス担当) 





○…「山の学校」の日  休…休講  

 
火曜日  水曜日  木曜日  金曜日 

 
○ しぜん（小・低高学年） 
○ ことば（小・高学年） 
○ かず（小・中級） 
○ 中１英語の基本 
○ 英語の読み書き（高校） 
○ 数の世界（高校） 

 
○ ことば（小・低学年） 
○ ことば（小・中学年） 
○ ラテン語（一般） 

 
○ かず（小・初級） 
○ かず（小・上級） 
○ 中２英語の基本 
○ 中２数の基本 
○ 数と自然（高校） 

 
○  ラテン語（一般） 

 
   １○        

入園説明会１（幼） 
    ２○    ３○ 

（金曜日のラテン語は 
秋学期初回日です） 

    ７○     ８○     ９○    １０○ 

   １４○   １５○ 
入園説明会２（幼） 

   １６○    １７○ 

   ２１○ 
 

  ２２○    ２３休    ２４休 
山びこクラブ 

pm4:00~5:30 
青春ライブ授業！ 

pm7:00~8:30 

   ２８○   ２９○    ３０○  

 

『声』  no.８ 山下太郎先生 
──「英語」クラス 

  
私は語学の勉強はスポーツの練習と似通っていると思って 
いますので、今日は基礎の勉強を徹底して取り組んでもら 
いました。 
 
誰もが分かっていると思っている中学１年生１学期の勉強。 
これをどう取り組むかというと・・・。 
 
１）教科書を何度も正確に（自分流でごまかさず）発音する。 
２）教科書の文字を正確にノートに写し取る（その際、１で 
練習したとおり、発音しながら写し取るのが基本）。 

 
これが実に大切で、案外カンマやピリオドが抜けたり、勝手 
に空想の単語を作り出したり・・・。 
このとき、本人の提出したノートの隅々まで目を光らせて赤 
ペンを走らせます。ひとつひとつのミスについて、丁寧に説 
明しながら。 
 
３）そして、いよいよ自信がついたら教科書を見ないで、教 
科書の英文をノートに再現します。要は丸暗記をしてもらう 
わけです。 
 
自分の力だけで２）と３）の練習はできるはずです。（私は 
これを中１から高校３年まで続けました。）どんな教科書で 
も、すべて「完全に」教科書を見ないで、教科書通りに「再 
現する」！やればできますが、いきなりは難しい。 
 
これがスポーツ的な練習だと思うゆえんです。実力は絶対つ 
きます。              （８月３１日の記事） 

 

 

クイズ 
 
Q.空欄には何が入るでしょう？全部同じ動詞が入ります。 

 

------------------------------------------------------------- 

…そういう姿を（     ）能力は誰にでも備わり、そういう 

姿を求める心は誰にでもあるのです。ただ、この能力が、私たち 

にとって、どんなに貴重な能力であるか、また、この能力は、養 

い育てようとしなければ衰弱してしまうことを、知っている人は、

少ないのです。今日のように、知識や学問が普及し、尊重される 

ようになると、人々は、物を（     ）能力の方を、知らず 

知らずのうちに、おろそかにするようになるのです。 

 

物の性質を知ろうとする様になるのです。物の性質を知ろうとす 

る知識や学問の道は、物の姿をいわば壊す行き方をするからです。

例えば、ある花の性質を知るとは、どんな形の花弁が何枚あるか、

雄しべ、雌しべはどんな構造をしているか、色素は何々か、とい 

う様に、物を部分に分けて、要素に分けていくやり方ですが、花 

の美しさを（     ）時には、私たちは何時も花全体を一目 

で（     ）のです。だから（     ）ことなど易しい 

ことだと思いこんでしまうのです。 

 

一輪の花の美しさをよくよく（     ）ということは難しい 

ことだ。仮にそれは易しいことだとしても、人間の美しさ、立派 

さを（     ）ことは、易しいことではありますまい。また、

知識がどんなにあっても、優しい感情を持っていない人は、立派 

な人間だとは言われまい。そして、優しい感情を持つとは、物事 

をよく（     ）心をもっている人ではありませんか。 

 

神経質で、物事にすぐ感じても、いらいらしている人がいる。そ 

んな人は、優しい感情を持っていない場合が多いものです。そん 

な人は、美しい物の姿を正しく（     ）心を持った人では 

ない。ただ、びくびくしているだけなのです。ですから、

（     ）ということも学ばなければならないのです。そして、

偉大な芸術というものは、正しく、豊かに（     ）ことを、

人々にいつも教えているものなのです。  

------------------------------------------------------------- 
（小林秀雄『美を求める心』より） 

 

９
月 

「
山
の
学
校
」
カ
レ
ン
ダ
ー 

 

９/１２（日）am9:30～11:30 
「カプラで遊ぼう！」 

｢山の学校｣のホットな情報はウェブログから！  

http://www.kitashirakawa.jp/~taro/yama/
 


